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研究成果の概要（和文）：本研究では、視線の動きを記録するアイトラッカーという実験機器を用い、イヌがヒ
トと共有した視線の動かし方を解明し、イヌが使役動物化される過程において視覚を通じてヒトの意図を理解す
る能力が鍵となったという仮説を検証した。ヒトや同種、他種の全身像およびヒトの顔画像に対する視線の動き
から、ヒトの意図を理解する能力として鍵になったのは、手足への注視および目への注視であると示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study tested the eye-movement patterns which the dogs share with humans
 by using an eye-tracker and investigated a hypothesis in which some skills to understand humans’ 
intention played important roles in dogs’ domestication process. The eye-movement patterns toward 
pictures showing whole bodies of human, dogs, and other species and faces of human suggested that 
gazing to limbs and eyes was a key components to understand human intention.

研究分野：比較認知科学

キーワード： 視覚認知　社会認知　イヌ　比較認知科学

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 イヌがオオカミから分岐して家畜化する
過程は様々な研究で調べられている。例えば
イヌ化の初期段階においては、オオカミの中
でヒトの存在を許容し近くで暮らし始めた
個体がいわば自己家畜化したとする説があ
る（Hare & Woods, 2013）。一方、その後の
過程でヒトがイヌを使役動物化したプロセ
スはよく分かっていない。 
 ヒトがイヌを様々な目的のために使役動
物として利用するには、ヒト・イヌ間のコミ
ュニケーションの成立が欠かせない。実際に、
イヌはヒトのジェスチャーによる指示（指さ
し定位など）を理解できるが、オオカミやヒ
ト以外の霊長類などは理解できないとされ
ている（Hare & Tomasello, 2005）。しかし、
その理解の背景にある選択的注意のプロセ
ス －例えば、特定の身体部位だけをじっと
見て判断するのか、色々な身体部位を見て総
合的に判断するのか－ は調べられていな
い。注意を向ける場所の選択は、ヒトが発す
る複雑なメッセージを正しく理解すること
に直結する。イヌとヒトが持つ選択的注意の
プロセスの類似性を調べることで、イヌの使
役動物化の過程においてヒトの意図を理解
する能力が果たした役割を検証する。 
 イヌの認知能力には祖先種であるオオカ
ミから受け継いだ形質と、使役動物化の過程
で人為選択された形質の両方が混在してい
ると考えられる。そのような認知能力の進化
史にアプローチするためには、イヌとヒトを
対象として同じ実験をおこない、結果を比較
することで、イヌとヒトの相違点・類似点を
明らかにする必要がある。相違点はイヌがオ
オカミから受け継いだ認知機能であり、類似
点はイヌがヒトの影響を受け独自に獲得し
た認知機能であると考えられる。 
 申請者は動物が持つ視覚認知能力と進化
史に興味を持って研究してきた。これまで霊
長類を対象に、社会的な視覚情報の処理にお
ける認知機能を調べ（Ogura & Matsuzawa, 
2011; Ogura, 2011）、視覚刺激の呈示による
飼育環境改善の実現も示した（Ogura, 2012）。
ヒトと近縁な霊長類を対象とした研究を進
める中で、近縁ではないがヒトの影響を強く
受けて進化したイヌの視覚認知能力と進化
史に強い興味を抱いた。そこで現職への採用
を機に研究対象をイヌにも広げ、アイトラッ
カーを用いたイヌの注意パターンの理解を
試みている。異種の認知機能を比較し、その
相違点・類似点から「こころ」の進化の解明
を目指す学問領域を比較認知科学と呼ぶ（松
沢 & 長谷川, 2000）。本研究は、比較認知科
学の観点からイヌの進化の道筋を考察する
上で不可欠の知見である。 
 
２．研究の目的 
 イヌとヒトを対象に以下の項目を調べ、結
果を比較することで視覚の注意パターンの
類似点・相違点を明らかにする。そこからイ

ヌがヒトと共有した視線の動かし方を解明
し、イヌが使役動物化される過程において視
覚を通じてヒトの意図を理解する能力が鍵
となったという仮説を検証する。 
（１）イヌの非コミュニケーション場面での

視線の動かし方 
 コミュニケーションとは無関係な文脈で
視線を動かす頻度や速度は動物種により異
なる。しかし、このような基礎的な視覚注意
特性はイヌにおいて明らかになっていない。
中立刺激として風景写真を用い、（２）以降
のデータの対照となる基礎的な視覚注意特
性を調べる。 
 
（２）ヒトに対して注意を向ける部位 
 ヒトは自らの要求を伝えるために様々な
ジェスチャーをサインとして用いる。この時、
複数のジェスチャーを同時におこなうこと
がある（例えば、指さしと同時に同じ方向へ
顔を向けるなど）。イヌがヒトの要求を正確
に理解するためには、ヒトの身体のうちジェ
スチャーとして意味を持つ部位に正しく注
意を向ける必要がある。そこで、ヒト画像を
呈示し、画像中の注意を向ける部位（頭部、
胴体、腕部、脚部など）を明らかにする。 
 
（３）種間コミュニケーションと種内コミュ

ニケーションでの違い 
視覚によるヒトとの種間コミュニケーシ

ョンの成立が使役動物化の鍵であるならば、
ヒトとの種間コミュニケーション場面では
ヒトの影響を受け、同種およびヒト以外の他
種に対するものとは注意の仕方が異なると
考えられる。そこでイヌおよびヒト以外の他
種の全身像に対して注意を向ける部位を特
定して、（２）で明らかにしたヒトのジェス
チャーに対して注意を向ける部位との違い
を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究ではアイトラッカーを用いてイ
ヌ・ヒトの視線の動き方の類似点・相違点を
調べる。イヌの使役動物化の過程においてヒ
トの意図を理解する能力が果たした役割を
検証し、イヌの進化史に比較認知科学の視点
から迫る。 
 アイトラッカーとは眼球運動を追跡し、視
線の動き方から呈示画像に対する視覚注意
パターンを調べるシステムのことである。近
年、ヒト幼児を対象とした研究（Gredebäck et 
al., 2010 など）やチンパンジーを対象とし
た研究（Kano & Tomonaga, 2009 など）に利
用されているが、イヌを対象とする報告は限
定的である。本研究ではアイトラッカー研究
のスタンダードとして用いられており、詳細
なデータ収集と分析が可能である ISCAN社製
アイトラッカーETL-300-HD を利用した。実験
にはまず、アイトラッカーを装着した液晶デ
ィスプレイの前に、実験対象となるイヌを
「伏せ」の体勢で待機させた。液晶ディスプ



レイ上に静止画像を連続して呈示し、呈示中
のイヌの眼球運動を、アイトラッカーを用い
て検出した（図１）。このデータから提示し
劇中の各部位に対する注視回数や注視時間、
注視順序など視線の動き方の指標を調べる
ことができる。ヒトを対象とする場合も用い
る実験機器や手順は同様とした。この手順に
基づき、以下の実験をおこなった。 

図１．アイトラッカーによる実験風景 
 
実験 1 非コミュニケーション場面における

イヌの基礎的な視覚注意特性の評価 
 
 本実験で中立刺激として風景写真を呈示
した際の眼球運動を解析し、非コミュニケー
ション場面における基礎的な視覚注意特性
を評価した。これにより、まずコミュニケー
ションと無関係な場面での視線の動き方を
把握し、実験２以降で調べるコミュニケーシ
ョン場面に特有な視線の動かし方を解釈す
る上での対照とする基礎的なデータを得た。
呈示刺激として図２のような風景写真を用
い、連続呈示中の視線の動きを、アイトラッ
カーを用いて記録した。 

図２．実験で呈示した風景写真の例 
 
実験２ ヒトの指示場面において注意を向け

る部位の特定 
 
 ヒトが被写体となった画像を呈示し、呈示
中の視線の動きからヒトとコミュニケーシ
ョンを取る際に注意を払う身体部位を特定
した。これにより、イヌ・ヒト間のコミュニ
ケーションにおいて重要な意味を持つ身体
部位を特定した。呈示刺激として図３のよう

なヒト全身画像および図４のようなヒト顔
画像を用いた。たとえば図３に対して顔より
も手に注意を向けるならば、顔よりも身振り
が種間コミュニケーションの成立に重要な
意味を持つと考えられる。注意パターンの比
較から、イヌとヒト間のコミュニケーション
成立の鍵となった身体部位を特定した。 

図３．実験で呈示したヒト全身像の例 
 

図４．実験で呈示したヒト顔画像の例 
 
実験３ 種間コミュニケーションと種内コミ

ュニケーションでの違いの検証 
 
 視覚による種間コミュニケーションの成
立が使役動物化の鍵であるならば、ヒトとの
種間コミュニケーション場面ではヒトの影
響を受け、同種およびヒト以外の他種に対す
るものとは注意特性が異なると考えられる。
そこで図５のようなイヌおよびヒト以外の
他種の全身像を呈示し注意を向ける部位を
特定した上で、実験２の結果と比較して種間
コミュニケーションに特異的な注意特性を
明らかにした。 
 
 実験対象は一般家庭で飼育されている家
庭犬および日本盲導犬協会神奈川訓練セン
ターで飼育されていた盲導犬候補個体とし
た。また、ヒトも被験体として用いるため、
当大学関係者に協力を依頼した。実験は、家
庭犬およびヒトを対象とした実験は北里大
学獣医学部（青森県十和田市）内の実験室で、
盲導犬候補個体を対象とした実験は日本盲
導犬協会神奈川訓練センター（神奈川県横浜
市）内の実験室で実施した。 



図５．実験で呈示したイヌ写真の例 
 
４．研究成果 
実験 1 非コミュニケーション場面における

イヌの基礎的な視覚注意特性の評価 
 

図６．風景写真に対するイヌとヒトの注視パ
ターンの比較 

 
 図６にイヌとヒトそれぞれにおける風景
写真に対する呈示画像あたりの注視点数・1
回の注視あたりの注視時間・呈示画像あたり
の注視時間を示す。画像あたりの注視点はイ
ヌよりもヒトで多く、注視あたりの注視時間
はイヌとヒトで違いが無かった。画像あたり
の注視時間はイヌよりもヒトで多く、これは
注視点が多いことに起因していた。つまり、
イヌはヒトに比べて、1 か所 1 か所を見る時
間に違いは無いが、見る場所の数が少なく、
結果的に画像全体への注視時間が短くなっ
たと言える。イヌはヒトに比べて、注視より
もサッカードの占める割合が大きいことが
示された。ヒトは画像中の特定の部位への注
視が顕著であるのに対し、イヌは全体をスキ
ャンするような注視をしていると示された。 
 
実験２ ヒトの指示場面において注意を向け

る部位の特定 
 図７にイヌにおけるヒト全身像に対する
部位ごとの呈示画像あたりの注視点数・呈示
画像あたりの注視時間・最初に見た画像の数
を示す。注視点の数は手足に対して最も多く、
また注視時間も手足に対して最も長かった。
手足を最初に見た画像が、他の部位を最初に
見た画像よりも多かった。つまり、イヌにお
いてヒトの全身像へは手足への注視が顕著
であった。 
 

図７．イヌにおけるヒト・イヌ・他種の全身
像に対する注視パターンの比較 

 
 また、ヒトの顔画像に対して、他の部位と
比較して目への注視数が多く、注視時間が長
く、最初に見た画像の数も多いという結果に
なった。つまり、イヌにおいてヒトの顔では
目への注視が顕著であった。 
 以上の結果から、イヌにとってヒトの手足
が重要なコミュニケーションシグナルであ
るとともに、顔の中では目が重要な意味を持
つと示された。 
 
実験３ 種間コミュニケーションと種内コミ

ュニケーションでの違いの検証 
図７にイヌにおける同種および他種の全

身像に対する部位ごとの呈示あたりの注視
点数・呈示画像あたりの注視時間・最初に見
た画像の数を示す。同種の全身像に対しては
頭部への注視が顕著であった。一方、他種の
全身像に対しては胴体部への注視が顕著で
あり、ついで頭部への注視がよく記録された。
また、ヒトの全身像と比較するといずれの呈
示刺激においても手足への注視が少なかっ
た。つまり、イヌにとって、ヒトを注視する
ときは手足を、イヌを注視するときは頭部を、
その他の動物を注視するときは胴体部を注
視すると、注視パターンを使い分けているこ
とが示された。 



 ヒトをヒトたらしめる特徴の一つとして、
直立二足歩行であることが挙げられる。その
ため様々な身振り手振りをコミュニケーシ
ョンのために利用でき、これはヒトに特有の
意思伝達スタイルであると言える。本研究か
ら、イヌは、ヒトの手足の動きが持つ情報伝
達の役割を理解しており、それに対して適切
な注視を向けることができると示された。イ
ヌは呈示刺激に対する注視の回数と注視時
間がヒトと比べて少なく、これはイヌにおい
てヒトよりも視覚モダリティがコミュニケ
ーションに果たす役割が少ない事を示唆し
ている。にもかかわらず、ヒトが視覚的な信
号を用いて伝達する情報に注意を向けるこ
とができる。また、この注意を向けるプロセ
スは同種や他種においては見られず、ヒトの
全身像においてのみ見られた。イヌが、ヒト
に特化したコミュニケーション様式を獲得
していると言えるだろう。 
 またヒト顔画像に対しては、目への注視が
顕著に見られた。「目は口ほどにものを言う」
という成句があるとおり、ヒトの目はコミュ
ニケーションにおいて重要な役割を担って
いる。イヌにおいても、ヒトの顔の中で目が
果たす役割を理解していることが示唆され
た。 
本研究により、イヌの使役動物化の過程に

おいてヒトの意図を理解する能力として鍵
になったのは、手足への注視および目への注
視であると示唆された。 
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